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日本円(米ドル、ユーロ、中国人民元)の実効為替レート算出方法 

 

指標名 資料出所等 データの属性 

名目実効為替レート （参考） 
「2000/1月～」 
・為替レート 
  報告省令レート(日本銀行国際局、なおイス
ラエルはIMF・IFSベースの為替レート＜月中
平均＞を使用) 
・輸出ウェイト 
日本：貿易統計（財務省） 
その他：IMF・DOTSベース 
 
「1970～1999年」 
・為替レート 
 東京三菱銀行対顧客為替相場売値・月中平均 
（台湾は第一勧業銀行対顧客為替相場売値・
月中平均、中国はIMF・IFSベース＜月中平均
＞の為替レートを使用） 
・輸出ウエイト 
日本：貿易統計（財務省） 
その他：IMF・DOTSベース 
 

「算出方法」 
○日本(米国、ﾕｰﾛｴﾘｱ、中国)から当該国・地域に対する輸出額(2000年時点)の全輸
出額（同）に占める比率が1％を超える国・地域という基準で対象国・地域と対象
通貨を選定。 
 
○貿易ｳｴｲﾄについては、輸出額に占める対象国・地域のｳｴｲﾄを使用。すなわち、日
本(米国、ﾕｰﾛｴﾘｱ、中国)から各対象国・地域への輸出額＜年間集計値＞が対象国・
地域全体への輸出額＜同＞に占める比率を当該年の輸出ｳｴｲﾄとして使用。 
 
○輸出ｳｴｲﾄを各年ごとに更新して集計する連鎖指数方式を採用。連鎖指数方式の名
目実効為替ﾚｰﾄは、「当該年の輸出額ｳｴｲﾄを用いて算出される、各年ごとの名目実
効為替ﾚｰﾄ変化率の積」となるため、t年m月時点の名目実効為替レート(CIt,m )は、
以下の式により算出。 
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  ただしej,t,mはt年m月におけるj国の対日本円(対米ﾄﾞﾙ、対ﾕｰﾛ、対中国人民元)の名
目為替ﾚｰﾄ、wj,tはt年におけるj国に対する日本(米国、ﾕｰﾛｴﾘｱ、中国)の輸出ｳｴｲﾄ 
 

  また、日本、米国、ﾕｰﾛｴﾘｱは1973/3月=100、中国については2000/1月=100として

指数化。 
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指標名 資料出所等 データの属性 

名目実効為替レート  「対象通貨」 
・2000/1月～ 
日本：米ﾄﾞﾙ・ﾕｰﾛ・新台湾ﾄﾞﾙ・韓国ｳｫﾝ・中国人民元・香港ﾄﾞﾙ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ・ 
      英ﾎﾟﾝﾄﾞ・ﾏﾚｰｼｱﾘﾝｷﾞｯﾄ・ﾒｷｼｺﾍﾟｿ・ﾀｲﾊﾞｰﾂ・ﾌｨﾘﾋﾟﾝﾍﾟｿ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ・ 
      ｲﾝﾄﾞﾈｼｱﾙﾋﾟｱ・ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙの15通貨（ﾕｰﾛｴﾘｱ12ヶ国を含む26ヶ国・地域） 
米国：ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ・ﾕｰﾛ・ﾒｷｼｺﾍﾟｿ・日本円・英ﾎﾟﾝﾄﾞ・韓国ｳｫﾝ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ・中国人        
      民元・ﾌﾞﾗｼﾞﾙﾚｱﾙ・香港ﾄﾞﾙ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ・ﾏﾚｰｼｱﾘﾝｷﾞｯﾄ・ｽｲｽﾌﾗﾝ・ﾌｨﾘﾋﾟﾝﾍﾟｿ 
      の14通貨(ﾕｰﾛｴﾘｱ12ヶ国を含む25ヶ国・地域) 
ﾕｰﾛｴﾘｱ：英ﾎﾟﾝﾄﾞ・米ﾄﾞﾙ・ｽｲｽﾌﾗﾝ・ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ・日本円・ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞｽﾞﾛﾁ・ﾄﾙｺﾘﾗ・ 
      ﾃﾞﾝﾏｰｸｸﾛｰﾈ・ﾁｪｺｺﾙﾅ・ﾊﾝｶﾞﾘｰﾌｫﾘﾝﾄ・中国人民元・ﾛｼｱﾙｰﾌﾞﾙ・香港ﾄﾞﾙ・ 
      ﾌﾞﾗｼﾞﾙﾚｱﾙ・ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ・韓国ｳｫﾝ・ｲｽﾗｴﾙｼｪｹﾙ・ﾉﾙｳｪｰｸﾛｰﾈ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ・ 
      ﾒｷｼｺﾍﾟｿ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙの21通貨(なお、1999年については、ｷﾞﾘｼｬﾄﾞﾗｸﾏを含 
      む22通貨ﾍﾞｰｽ) 
中国：米ﾄﾞﾙ・香港ﾄﾞﾙ・日本円・ﾕｰﾛ・韓国ｳｫﾝ・英ﾎﾟﾝﾄﾞ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ・新台湾ﾄﾞ 
      ﾙ・ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱﾙﾋﾟｱの11通貨(ﾕｰﾛｴﾘｱ12ヶ国を含む22ヶ 
      国・地域。なお、1994～1999年までのﾕｰﾛｴﾘｱはｷﾞﾘｼｬを除く11ヶ国ﾍﾞｰｽ) 
（注1）日本、米国については、2000/1月で旧系列と接続。ﾕｰﾛｴﾘｱについては、 
 1999/1月で旧ﾄﾞｲﾂ系列と接続 
 
・1970～1999年（ﾄﾞｲﾂ系列については1970～1998年） 
日本：米ﾄﾞﾙ・ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ・英ﾎﾟﾝﾄﾞ・ﾄﾞｲﾂﾏﾙｸ・ｽｲｽﾌﾗﾝ・ﾌﾗﾝｽﾌﾗﾝ・ｵﾗﾝﾀﾞｷﾞﾙﾀﾞｰ・ﾍﾞﾙ 
     ｷﾞｰﾌﾗﾝ・ﾃﾞﾝﾏｰｸｸﾛｰﾈ・ﾉﾙｳｪｰｸﾛｰﾈ・ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ・ｲﾀﾘｱﾘﾗ・ｵｰｽﾄﾘ
ｱｼﾘﾝｸﾞ・香港ﾄﾞﾙ・ﾏﾚｰｼｱﾘﾝｷﾞｯﾄ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ・ｽﾍﾟｲﾝﾍﾟｾﾀ・ﾀｲﾊﾞｰﾂ・韓国ｳｫ
ﾝ・新台湾ﾄﾞﾙ・ｲﾝﾄﾞﾙﾋﾟｰ・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙｴｽｸｰﾄﾞ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱﾙﾋﾟｱ・中国人民元の25通
貨ﾍﾞｰｽ 

米国：日本円・ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ・英ﾎﾟﾝﾄﾞ・ﾄﾞｲﾂﾏﾙｸ・ｽｲｽﾌﾗﾝ・ﾌﾗﾝｽﾌﾗﾝ・ｵﾗﾝﾀﾞｷﾞﾙﾀﾞｰ・ﾍﾞﾙ
ｷﾞｰﾌﾗﾝ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ・ｲﾀﾘｱﾘﾗ・香港ﾄﾞﾙ・ﾏﾚｰｼｱﾘﾝｷﾞｯﾄ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ・ｽﾍﾟｲﾝ
ﾍﾟｾﾀ・ﾀｲﾊﾞｰﾂ・韓国ｳｫﾝ・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙｴｽｸｰﾄﾞ・ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ・ｵｰｽﾄﾘｱｼﾘﾝｸﾞ・ﾃﾞﾝ
ﾏｰｸｸﾛｰﾈ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱﾙﾋﾟｱ・ﾒｷｼｺﾍﾟｿ・中国人民元の23通貨ﾍﾞｰｽ 

ﾄﾞｲﾂ ：日本円・米ﾄﾞﾙ・ｶﾅﾀﾞﾄﾞﾙ・英ﾎﾟﾝﾄﾞ・ｽｲｽﾌﾗﾝ・ﾌﾗﾝｽﾌﾗﾝ・ｵﾗﾝﾀﾞｷﾞﾙﾀﾞｰ・ﾍﾞﾙ
ｷﾞｰﾌﾗﾝ・ﾃﾞﾝﾏｰｸｸﾛｰﾈ・ﾉﾙｳｪｰｸﾛｰﾈ・ｽｳｪｰﾃﾞﾝｸﾛｰﾈ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾄﾞﾙ・ｲﾀﾘｱﾘﾗ・ 
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指標名 資料出所等 データの属性等 

名目実効為替レート 
      ｵｰｽﾄﾘｱｼﾘﾝｸﾞ・香港ﾄﾞﾙ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙﾄﾞﾙ・ｽﾍﾟｲﾝﾍﾟｾﾀ・ﾀｲﾊﾞｰﾂ・韓国ｳｫﾝ・ﾌｨﾝﾗ

ﾝﾄﾞﾏﾙｶ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱﾙﾋﾟｱ・ﾏﾚｰｼｱﾘﾝｷﾞｯﾄ・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙｴｽｸｰﾄﾞ・ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞﾎﾟﾝﾄﾞ・ｲﾝﾄﾞ
ﾙﾋﾟｰ・中国人民元の26通貨ﾍﾞｰｽ 

 

（注2）70/1Q～86/4Qまでは中国を除くベース。 
（注3）日本については、70/1Q～79/4Qまでは台湾も除くベース。 

実質実効為替レート （参考） 
物価指数 
・原則として、各国･地域公表統計、ないしは
IMF・IFSベースのPPI、WPI＜国内財ないしは
国内財・輸出財ベース＞を使用（これらが利
用できない場合はCPIを使用。なお、中国につ
いては、中国国家統計局公表の工業品出荷価
格指数前年同月比のデータから日本銀行が試
算）。 
 
その他は名目実効為替レートと同じ。 

「算出方法」 
○名目実効為替ﾚｰﾄの算出に使用した各対象国・地域の対日本円(米ﾄﾞﾙ、ﾕｰﾛ、中国
人民元)の名目為替ﾚｰﾄに代えて、日本(米国、ﾕｰﾛｴﾘｱ、中国)の物価指数と各対象
国・地域の物価指数との比を各対象国・地域の対日本円(米ﾄﾞﾙ、ﾕｰﾛ、中国人民元)
との名目為替ﾚｰﾄに乗じて実質化した実質為替ﾚｰﾄを用いて、名目実効為替ﾚｰﾄと同
様の算式により算出。 
 
○なお、対象通貨は名目実効為替レートと同じ(脚注については、名目実効為替
レートを参照)。 

 


